＜あとがき＞人生、出会うべき人には必ず出会う しかし 内に求める心なくば・・ by 佐藤 雅幸






































































佐藤　雅幸 野呂　　進 吉田　清司 
佐竹　弘靖 佐藤　　満 飯田　義明
久木留　毅 齋藤　　実 平田　大輔 
時任真一郎 渡辺　英次 富川　理充
相澤　勝治 李　　宇音英
専修大学スポー ツ研究所報2015
「スランプに挑む」長田一臣著 「兵法に学ぶ」中條高徳著 「心変われば」
専修大学スポーツ研究所
平成28年3月31日
発行者 佐藤 雅幸
発行所 専修大学スポ ツー研究所
〒214-8580
神奈川県川崎市多摩区東三田2-1-1
電話・ファクシミリ　044-911-1032
E-Mail sports@isc.senshu-u.ac.jp
デザイン 山岸淳デザイン（株）
の私がなんとかやってこれたのは、佐藤満事
務局長ほかスポーツ研究所スタッフの献身的
なサポ トーがあったから他ならない。感謝申し
上げたい。
2015年の専修大学スポーツ公開シンポジ
ウムのテーマは、「OLYMPIC PARALYMPIC 
一体のレガシー」であり、今年も素晴らしい
パネリストをお招きすることができた。東京
2020オリンピック・パラリンピックを見据え
て、髙橋明氏（大阪体育大学客員教授）、河合
純一氏（日本パラリンピアンズ協会会長）、李
宇音英研究所所員（法学部准教授）を迎え、基調
講演、シンポジウムを開催させて頂いた。ま
た、研修会では、北陸新幹線で星稜高校へ伺
い、松井秀喜氏の育ての親、野球部名誉監督・
山下智茂先生、同監督・林和成先生、本田圭
祐選手の育ての親、サッカー部監督・河﨑護
先生、金沢星稜大学野球部監督・北川良先生
にご参加いただき、「ジュニア選手を育てる育
成環境～高校指導者の視座から～」を実施す
ることができた。研修会を通して、星陵高校の
指導者には、指導哲学（山下イズム）が流れて
いることを知った。私は、山下イズムの源を知
りたくて質問した。「山下先生の師匠は誰です
か？」と。すると、お母さんの話をされた。「子
供のために、朝の3時から仕入れた魚を籠に
入れ、天秤棒を通して肩に担いで売りに行く
お母さんの後ろ姿・・・・」納得した。真理を
探究する信念と厳しさ、知性そして愛情の源
は、強くて優しいお母さんから受け継がれたも
のだと確信した。
私事、今年還暦を迎え、振り返ればたくさ
んの素晴らしい人と奇跡のような出会いがあ
り、チャンスを与えられてきた。本当に幸運な
男だと思っている。今後は、自分が先人から
して頂いたように、まだ土の中に埋もれている
気概のある若者を探し出し、チャンスを与えら
れるようになるために、研鑚を積んでいくつも
りである。
今年は十二支の9番目の年、「申年」であ
る。「申」とは、草木が十分に伸びきった状態
で実が成熟して香りと味が備わる時期を意味
する。2016年の専修大学スポーツ研究所は、
申年にあやかり、更に加速して独創的で意義
ある活動をしていくに違いない。
最後に、今年も「2015年度スポーツ研究所
所報」を無事、発行する事ができました。日
頃、スポーツ研究所の活動に御協力いただい
ている皆様の御厚情に対して、心より御礼申
し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「星陵高校サッカー部優勝への軌跡」
